
 

 

 

 

 

 

 

「つながる」  ～新年を迎えて～               

 令和5年、2023年が始まりました。3年ぶりに、

感染対策としての行動制限の無い年末・年始、ど

のように過ごされましたでしょうか。新規感染者

の数は、決して少なくはない状況でしたが、大晦

日の電車の終夜運行をはじめ、再開の流れや勢

いの強さを改めて実感する年明けとなったよう

に感じます。 

そうした流れの中、年末に東京都肢体不自由

特別支援学校ＰＴＡ連合会の理事会が行われ、各

校の活動について共有する機会がありました。Ｐ

ＴＡによる読み聞かせ活動やスポーツを通して子

どもと保護者、教員がつながる取り組み。ホース

セラピーや、本校の夏まつりでも実施した移動水

族館など、子ども達が笑顔で保護者も一緒に楽

しめるイベント。そしてメンバーが交代しながら

も続くＰＴＡ有志のダンスチームの発表もあるオ

ンラインコンサート。子ども達のための様々な取

り組みが紹介されました。また、学校とＰＴＡの連

携では、管理職・教員と保護者が、その想いを共

有する場として懇談会を行っているという学校

もありました。ＰＴＡ組織運営については、「一人

一人ができることを、できるだけ」「助け合って活

動」「家庭優先」「やりたいこと、出来ることをやる」

「子どもに誇れる、自分に誇れる」「負担の削減・

分散」そして「活動の時代適応」等、今後のＰＴＡ活

動を考えるキーワードやヒントが報告されていま

した。様々な課題を抱えながらもＰＴＡ活動を続

ける各校の報告を聴きながら、子どもや学校そし

て地域に対するＰＴＡの影響力や存在の大きさを、

改めて実感しました。 

 こうした各校の工夫や取り組みを通して、気づ

いたことがあります。それは「つながる」ことの大

切さです。感染症対策による生活スタイルの変 

 

 

 

 

 

 

 

 

化や急激に進んだＩＣＴ環境、こうした変化を受け

て私達のコミュニケーション、人との関わり方や

関係の在り方も変化しています。society5.0社

会と言われる変化の激しい時代だからこそ、これ

からの時代に応じた人と人の繫がりが重要にな

ってきます。鹿本学園の児童・生徒がより多くの

人と「つながる」ことができるようになる。その為

には、子ども達を中心に学校と保護者が、保護者

同士が、そして地域・関係機関がしっかりと繫が

り、そのネットワークを広げていくことが欠かせ

ません。そうした繫がりが子ども達の社会参加を

推進し、共生社会の実現に続いていると考えて

います。そのような想いで「つながる」ことを大切

に歩みを進めてまいります。本年も鹿本学園の

取り組みへの御理解と御協力をお願いいたしま

す。 

 

 総合文化祭  展示5部門  2月2日～5日              

 「東京都特別支援学校 第 31 回 総合文化祭」

が 11月 17日(木)の音楽会を皮切りに始まって

います。オセロ・将棋大会、舞台芸術・演劇祭、５

部門作品展、そして 2月の書道作品展まで、都内

各所で開催されています。本校が参加している5

部門作品展（造形美術、手芸・家庭、職業・作業、

写真、放送・映像）は２月２日(木)の午後～５日

(日)まで、池袋芸術劇場５階展示ギャラリーで開

催されます。本校両部門の児童・生徒作品を出展

する「造形・美術」は、都内特別支援学校全校が出

展しており、障害種別や学校毎に工夫を凝らした

作品を御覧いただくことができます。感染状況も

気になるところですが、御都合がつくようでした

ら、御家族で来場し、楽しい時間を過ごしていた

だければ幸いです。 

 

              鹿本学園校長  髙橋 馨

 

東京都立鹿本学園  

校長  髙橋 馨 

東京都江戸川区本一色2-24-11  

電 話 ０３－３６５３－７３５５  

東京都立鹿本学園 学校通信 令和５年 1月２０日号  



 

 

 

【東京ディズニーシー】N部門 小学部 ６年           １２/６（火） 担当：北沢 暁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全校芸術鑑賞教室として12月16日（金）「文化庁 子供のための文化芸術鑑賞・体験再興事業」荒馬

座による日本の伝統鑑賞を行いました。一日４ステージと Teams を利用して、全校での鑑賞。団員さん

による和楽器の生演奏と踊りを全身で受け止めて楽しみました。 

 午前の小学部は第一体育館に集まると「迎え囃子」が演奏され、これから何が始まるんだろう？と期待

感たっぷりのスタート。「エイサー」では、みんなで手踊りをし、「ソーラン節」では、代表の児童が太鼓を

叩いて団員さんの踊りを応援し、会場に一体感を生み出しました。また「水口春祭り」は太鼓の響きに合

わせ、自然に身体が揺れてリズムを一緒に刻む児童もいました。午後の中学部・高等部でも「迎え囃子」

でスタート。「エイサー」で会場が一つになり、「虎舞」で思わず身体がひるんだり、「荒馬」踊りの迫力に

圧倒されて身を乗り出したり、「ぶち合わせ太鼓」の響きを全身で受け止めたりと、とても有意義な時間

を過ごすことができました。 

演技の合間に、団員さんが篠笛で「鹿本音頭」を吹くと、どの学部でも自然に身体が動き出す子どもた

ちが多く見られ、団員さんから「全校みんなが楽しめていて素敵ですね！」とお褒めの言葉をいただき

ました。（実は「鹿本音頭」の音源は荒馬座さんによる演奏なのです） 

分散での開催でしたが、久しぶりに全校で一日、素敵な時間を共有することができました！ 

担当 大陽 久美子 

 

 

 

 

 

 

 

                                S部門 高等部主幹 大陽久美子 

 

修学旅行へ行ってきました！ 

ディズニーシーに着いて昼食を食べた後は、グループごとにアトラクションに乗ったりお土産を買っ

たりしました。友達や先生たちと乗ったアトラクションでは、電車から景色を楽しんだり、アトラクション

のスピードに驚いたりしながらも、みんなとても素晴らしい笑顔で楽しんでいました。お土産も真剣に

選び、家族や自分に向けて思い思いの品を購入しました。最後には海上パレードを見学することもで

き、盛りだくさんの一日でした。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ｓ部門訪問学級には、現在、小学部５名、中学部５名、高等部２名の児童・生徒が在籍しています。１回

２時間を標準として週３回を上限に、各御家庭や短期入所先の病院等へ訪問して授業を行っています。 

国語・算数/数学(読み聞かせやパネルシアター、タブレット端末を使用した学習等)、音楽(歌遊びや

楽器を使った活動)、図画工作/美術(感触遊びや制作活動)等の教科学習、自立活動(身体の取り組み)、

生活単元学習(季節や行事に沿った単元)等、御家庭の御協力のもと、一人一人の健康状態や課題に応

じ、一対一で丁寧に関わり学べる良さを活かして取り組んでいます。その他、「友達と一緒に学ぶ」こと

や「集団参加」を目的に、学校や校外行事へのスクーリングも行っています。健康状態に十分配慮しな

がら、可能な範囲で授業や行事に参加し、学年・学習グループの友達や教職員との人間関係や学習の

機会を広げています。また、ICT 機器を活用して、学年の友達や訪問生同士で交流する機会も設けて

います。 

本校S棟１階の１００ｍ廊下には、訪問生の制作した作品を展示しています。子供達の力作を、ぜひ御

覧ください！                 

Ｓ部門 中学部 訪問教育担当 杉山 みほ 

高等部３年間の生活の中で少しずつ卒業後の生活を具体的に考えていくことが大切です。そのため

には卒業後はどんなことをしたいのか？具体的に施設等を見学しイメージすることが必要です。進路

希望調査や面談等を通して学校も一緒に考えていきますが、選択をするのは本人と御家庭です。また、

進路先も多岐にわたっております。高等部2年生と3年生では産業現場等における実習を行なってい

ます。この実習を進路先として自分にあっているかを確認する機会となることを目的にしています。個

別面談等を通して、一人ひとりに寄り添った指導を目指していきます。 

S部門 進路指導担当 齋藤 信子 

 

 Ｎ部門中学部では、作業学習や職業の授業を中心に、働くことや高等部進学に向けた意識を高める

ための取り組みを行っています。中学部３年を卒業すると全員が鹿本学園を離れます。大切なことは

「いつでも、どこでも、だれとでも」自分の持っている力を安定して発揮できることです。そのために

も、作業能力的なことは基より、体力的、精神的な成長を、学校生活全般を通して指導しています。今年

度も、新型コロナウイルス感染症対策のため、外部施設の見学は難しくなってしまいましたが、教員が

施設を訪れ、インタビューした動画などを見ることで、働く利用者の方の様子などを知ることができま

した。中学部３年生は、それぞれの進学先の高等部を見学することもできました。現在は、高等部への

出願を終え、入学相談に向けての面接練習などを行い、意識を高めています。 

N部門 進路指導担当 萩原 圭介 



保健行事

全　　校 S部門 S部門 小1 小2 小3 小456 中 高

1 水
安全指導日
避難訓練

個人面談期間開始
晴れ晴れ相談 ① ① ① ① ② ②

2 木
整形診(君塚Dr.)

① ② ② ② ② ②

3 金
全国公開研究会 全校11:30下校（短縮）

③ ③ ③ ③ ③ ③

4 土 部活動（ハンドサッカー）

5 日

6 月
教育実習Ⅱ開始(Ｓ高) 晴れ晴れ相談 指導医来校(本澤Dr.)

摂食ＰＴ指導（平井ＰＴ） ① ① ① ① ② ②

7 火

小：入学準備説明会
（小短縮11:30下校）
ひろびろ相談

③ ③ ③ ③ ② ②

8 水
14：50下校

④ ④ ④ ④ ④ ④
PTA本部選
考会

9 木 ① ② ② ② ② ②

10 金 ① ① ② ② ② ②

11 土 建国記念の日 部活動　ボッチャ

12 日

13 月
小：入学準備説明会（予） 指導医来校(大西Dr.)

① ① ① ① ② ②

14 火
小：子供を笑顔にするプロジェクト
【プロジェクションマッピング】 ② ② ② ② ② ②

15 水
中・高：子供を笑顔にするプロジェクト
【あつこお姉さん】 ① ① ① ① ② ②

PTA役員会

16 木

交流教育連絡協議会
第２回評価委員会
第３回学校運営連絡協議会

整形診(瀬下Dr.)

① ② ② ② ② ②

17 金

教育実習Ⅱ期終了(Ｓ高) 高：入学許可予定者発表 10:00～
高：入学許可予定者向け説明会 10:30～
高：入学手続期間①(２/２１まで)

神経診(am)
学校保健委員会 ① ① ② ② ② ②

18 土 部活動　ハンドサッカー

19 日 青春いきいき講座③

20 月
高：入学手続期間②
ひろびろ相談

歯磨き教室
① ① ① ① ② ②

21 火
高：入学手続期間③ 歯磨き教室

② ② ② ② ② ②

22 水
セーフティ教室
ひろびろ相談

指導医来校(石橋Dr.)
摂食評価（三枝Ｄｒ.) ① ① ① ① ② ②

23 木 天皇誕生日

24 金
ひろびろ相談 歯磨き教室

① ① ② ② ② ②

25 土 東京都ハンドサッカー大会

26 日

27 月 ① ① ① ① ② ②

28 火
個人面談期間終了

② ② ② ② ② ②

東京都立鹿本学園　肢体不自由教育部門

＜下校時間＞　S部門　①14:05　②15:45　③11:30　④14:50

PTA

R５ ２月 行事予定表 

日 曜
行　　　　　事 下校（肢体）



保健行事

全　　校 N部門 N部門 小1 小2 小3 小456 中

1 水
安全指導日
避難訓練

小：授業参観⑤
晴れ晴れ相談 ① ① ① ① ②

2 木 ① ② ② ② ②

3 金
全国公開研究会 全校11:35下校（短縮）

③ ③ ③ ③ ③

4 土

5 日

6 月
晴れ晴れ相談

① ① ① ① ②

7 火
ひろびろ相談

② ② ② ② ②

8 水
14：55下校

④ ④ ④ ④ ④
PTA本部選考
会

9 木 ① ② ② ② ②

10 金
小：入学準備説明会
※小短縮11:35下校 ③ ③ ③ ③ ②

11 土 建国記念の日

12 日

13 月 ① ① ① ① ②

14 火
中：入学準備説明会
※中短縮11:35下校 ② ② ② ② ③

15 水
小：入学準備説明会（予）

① ① ① ① ②
PTA役員会

16 木

交流教育連絡協議会
第２回評価委員会
第３回学校運営連絡協議会

① ② ② ② ②

17 金
神経診(am)

① ① ② ② ②

18 土

19 日 青春いきいき講座③

20 月
個人面談① (小中 14：10下校)
ひろびろ相談 ① ① ① ① ①

21 火
個人面談② (小中 14：10下校)
セーフティ教室 ① ① ① ① ①

22 水
個人面談③ (小中 14:10下校)
ひろびろ相談 ① ① ① ① ①

23 木 天皇誕生日

24 金

個人面談④ (小中 14：10下校)
ひろびろ相談 ① ① ① ① ①

25 土

26 日

27 月 ① ① ① ① ②

28 火
中：入学準備説明会(予)

② ② ② ② ②

東京都立鹿本学園　知的障害教育部門

＜下校時間＞N部門　①14:10　②15:50　③11:35　④14:55

下校（知的）
PTA

Ｒ５ ２月 行事予定表

日 曜
行　　　　　事


